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Ⅲ．公園・遊歩道活用プロジェクトについて
（愛宕・貝取・豊ヶ丘地区等まちづくり計画）
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１．公園・遊歩道活用プロジェクトの概要

Ⅲ．公園・遊歩道活用プロジェクトについて（愛宕・貝取・豊ヶ丘地区等まちづくり計画）

まちづくりの実現にむけて豊ヶ丘・貝取名店街
周辺を「チャレンジエリア」とし、実証実験を
市民とともに行っていくこととしています。

【基本方針】

【プロジェクトの段階的戦略】

【プロジェクトの推進に向けて】

※出典：多摩ニュータウン リ・デザイン 愛宕・貝取・豊ヶ丘地区等まちづくり計画
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２．実施に向けた体制づくり

Ⅲ．公園・遊歩道活用プロジェクトについて（愛宕・貝取・豊ヶ丘地区等まちづくり計画）

【J Smile多摩八角堂】
・地域の魅力を再発見・再発信しながら、新たなコミュニ
ティの場が創出されるための活動拠点として、地元民間事
業者が同社の遊休施設を活用し、2016年9月にオープン。

・講座やワークショップ、ヨガ等のイベントを日々開催する
など、地域の活動者の活動拠点となっている。

・また、地域の活動者などと共同でランタンフェスなどのイ
ベントも主催しており、多様な繋がりがある。

・来年度以降の社会実験の実施に向けて、今年度はラン
タンフェス関係者にヒアリングを実施。

・繋がりを広げながら、社会実験を実施していく予定。

※出典：J Smile多摩八角堂HP（https://js-hakkakudo.com/）
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３．チャレンジエリアで目指す姿のイメージ

Ⅲ．公園・遊歩道活用プロジェクトについて（愛宕・貝取・豊ヶ丘地区等まちづくり計画）
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Ⅳ．シンポジウムの開催について



第１２回シンポジウム 開催概要

66

概 要

2025年2月16日（日） 14：00～16：45 （開場 13：30）開 催 日 時

会場での対面開催＋会場の様子を後日動画配信開 催 方 法

ベルブ永山（５F ベルブホール）場 所

若い世代が活躍できる場をつくるまちづくりテ ー マ

武蔵野美術大学造形学部建築学科 教授 國廣 純子基 調 講 演

４２名当 日 参 加 者 数

・地域の魅力を活かした職住近接のような生活スタイルを望む若い世代が、住まいの
近くで働き、地域で活躍できるような場をまちに増やすことで、高齢化の進む多摩NT
が若い世代から居住地として選ばれ、多摩NTの活力維持にもつながります。

・「若い世代から一定程度割合で選ばれるまち」を目指すことで、まちの多様性や魅
力の向上につながり、それが結果的に高齢者にとっても活躍の場が増えたり、暮らし
を楽しめるまちにつながっていくことをテーマに、シンポジウムを開催しました。

テーマ：若い世代が活躍できる場をつくるまちづくり

Ⅳ．シンポジウムの開催について


